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元素に対する周期律は良く知られているが、素粒子の世界にも似たような規則性が知ら
れている。フェルミ統計に従う素粒子を質量の小さい順に並べると、似た様なパターンで
素粒子の家族が繰り返して現れる。この家族を軽い方から始めて、第一世代から第三世代
までに当てはめる事ができる。そこでこの世代、或いは素粒子の家族という概念が形成さ
れた歴史、或いは経過について考察してみたい。
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